
これが、エステティックの
安全・安心のマークね！
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NPO法人日本エステティック機構（JEO）は、2003年に経済産業省が発表し
た報告書※を受けて、2004年に誕生しました。設立の目的は、エステティック
を利用する皆さんが安全で安心なサービスが受けられるために、そのサービス
が公正で円滑に提供されるようにすることです。JEOの役員には、公正な判断
ができる有識者（法律家や学識経験者、消費者団体役員等）と専門的な知識
がある業界団体の代表者がなっていて、第三者的な立場で認証事業を行って
います。JEOが行っている認証事業は、2007年に経済産業省から発表された
「エステティックサロンの認証制度の在り方」に基づいて、その年から開始した
「エステティックサロン認証」を中心として、「エステティック機器認証」「エス
テティシャン試験制度認証」の3事業となっています。
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欧州で生まれたエステティックサービスは、国内においてはこの40年間で急速
に普及し、非常に人気の高い役務（えきむ）サービスとして、多くの女性が利用し
ており、昨今では男性も積極的に利用するようになっています。しかし、一部の
心ない事業者の参入により、技術上のトラブルや契約上のトラブルなども増えて
おり、消費者がエステティックサービスを利用するにあたって不安に思ってしま
う状況となっています。そこで、JEOは経済産業省が発表した「報告書」に基づい
て、「エステティック認証事業」を立ち上げました。このような「認証事業」を実施
することにより、「基準」や「規格」に適合しているサロン、機器、試験制度（正確に
いうと試験制度に合格したエステティシャン）が消費者にわかるようになり、消
費者は、不安を持たずに安全で安心なエステティックサービスを利用できるよう
になります。2014 年10月から美容ライト脱毛へのサロン認証を開始しました。
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“安全・安心のための審査”
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２．施術者はJEPAの実施する安全講習会及び認定美容ライト脱毛技術者
講習会を受講する。

１．機器はJEPAの適合審査に合格し、日本エステティック機構の認証を
付与されているものを使用する。

３．脱毛サロンの経営者はJEOが実施する「サロン運営管理者講習会」を
受講する。

以上の３つの条件を満たした場合、エステティックサロン認証の申請が行う
ことができます。

安全で信頼できる「美容ライト脱毛」
消費者が安全・安心を選ぶ時代へ
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エステティックに実施できる脱毛施術の中に光を使用して行う脱毛方法があ
ります。そもそも厚生労働省通知では光を使用した脱毛に関して原則的に医
療行為としておりますので、エステティックサロンでは厚生労働省通知に抵
触しない範囲で脱毛施術を行う必要があります。
そのため使用機器においてはそのスペックや安全性等に関して公式な検査機
関にて厳密な検査をおこない、かつ工場などの審査にも合格する必要があり
ます。また施術を行う技術者はヤケドなどの健康危害の発生を未然に防ぐた
めの知識と技術を習得する必要があります。
更に、脱毛を実施するサロンの経営者は関連法令や消費者対応を学び法令遵
守及び、消費者保護を徹底する必要があります。

そのため、JEOと日本エステティック振興協議会 ※（JEPA）ではエステテ
ィックサロン等でも実施可能な「美容ライト脱毛」のルールを作り運用して
います。
両団体で定めたエステティックサロンにて実施できる「美容ライト脱毛」の
要件とは、以下の事項となります。



エステティックサロン認証に合格した場合、緑の認証マークに加えてオレン
ジ色の「美容ライト脱毛」サロンに提示できるマークが付与され安全な脱毛
が可能サロンとしてお客様に提示することができます。

なお、上記の3つの要件がそろい、認証申請を行うとその時点で「認証申請中」
マークが付与され、審査中でも安全に脱毛を施術できるサロンとしてお客様
に提示できます。

※「一般社団法人日本エステティック振興協議会」は主な業界団体（日本エステティック協会、
   日本エステティック工業会、日本エステティック業協会）により自主基準の策定やそれに伴
   う研修等を実施し、エステティック産業の健全化を推進している団体です。
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1. 講習内容

サロン運営管理者講習会について
-経営に必要な法律と現状を理解する資格 -
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殿

資格取得証明書

貴殿は、当機構主催の「サロン運営管理者」
の資格取得したことを証明する。

発  行  日：　　   年　　月　　日

有効期限：　　   年　　月　　日

理事長 福 士 政 広

特定非営利活動法人

日本エステティック機構

第                号

サロン運営管理者

日本ではエステティックを経営するために法律で定められた「資格」や「許
可」は必要とされていません。
それは誰もが自由に参入できその競争によりサービスの質的な向上が図れる
といったメリットがある一方、一部の悪質な経営者の参入も可能であり、そ
ういった経営者が消費者に迷惑をかけていることにより産業全体の信頼を損
ねているという結果ももたらしています。
JEOでは、従前より実施している「経営者・管理者講習会」を発展させ、
「関連法令」及び「消費者対応」などの講習をエステティックサロンの経営
者や店舗管理者の方に受講いただき、受講修了者に「サロン運営管理者」資
格を付与する取り組みを開始いたしました。
健全な運営を目指しているサロン経営者に、適切な法令知識や消費者対応の
知識をもってもらう為の「サロン運営管理者」資格を普及させることによっ
て、資格者が経営するサロンの信用を高めることが、ひいては業界全体の消
費者からの信用を高めることになり、結果的に悪質な経営者をこの業界から
排除することを目的としています。

エステティックサロン運営に必要な法令知識
として「消費者契約法」「特定商取引に関する法
律」「割賦販売法」「労働関連法」「個人情報保護
に関する法律」などの中でサロン運営に必要な
最低限の知識と、また消費者関連の知識として
は消費者行政の仕組み、エステティックサービ
スに関しての消費者相談状況や具体的な相談
例を学べるものとなっております。またエステ
ティック認証制度の内容と美容ライト脱毛で
の安全な取り組みについても講習します。



2. 講習を受講しますと「サロン運営管理者」資格を付与

3.「サロン運営管理者」を取得する意義

4. お申込み／詳細
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QRコードが読込めない場合は下記より
http://esthe-npo.org/jigyoushasetsumei.html

■ 無料講座のお知らせ
1. 即役立つ！エステティックサービス契約書・概要書面の書き方
2. サロン認証基準説明会

★QRコードが読み込めない場合は　http://esthe-npo.org/index.html

お申込みQR

お申込みQR
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この資格はエステティックサロン認証の申請を行う事業者には必須となりま
す。この資格証をサロンに提示や、サロンのHPに公表することによりサロ
ンの信用を高めることも可能です。
資格の有効期限は受講から3か年として、更新するためには3年毎に同講習
を受講していただく必要があります。



登録特典
１．登録番号と事業者名が記載されているポスター（PDF）をメール添付にて送らせて頂きます。
２．当機構が作成したマニュアルや書式等を利用してサロン認証をスムースかつ有利に取得できます。
（3年間で 3万円程度）

３．行政からの情報や法令改正等の情報をメールでお知らせします。
４．主に当機構主催の講習会や勉強会の情報をご案内します。
５．サロン運営でお困り事などご相談に誠意をもって対応させていただきます。等

【詳しくは下記より】
・サロン事業者登録制度についてQR

★QRコードが読み込めない場合は下記より
　http://esthe-npo.org/jigyoushasetsumei.html

・お申込みQR
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エステティックサロン事業者登録制度
-業界唯一の第三者機関への登録制度 -

■登録条件は 3項目
① 特商法に指定されているエステティックサービス契約※1 はしていない、もしくは
特商法に指定されているエステティックサービス契約を行っている場合は、当機構指
定の法定書面（契約書・概要書面）を使用しているか、当機構が法令に遵守している
と認めた法定書面を使用していること。
※1. 契約金額が 5 万円（エステティックサービスを提供するにあたり販売した商品も含む）を超え、且つ役務提
供期間が 1カ月を超える契約

② 脱毛をしていない、もしくは 以下の条件のいずれかに該当する脱毛のみを実施 し
ている。 a. 当機構の認証機器もしくは日本エステティック振興協議会「美容ライト脱
毛適合審査制度」に合格 した安全な脱毛機器を使用しており、施術者は、同協会の実
施する「美容ライト脱毛安全講習会」を受講し合格していること。なお、認証機器の
使用については 2023 年 12月 31日までに完全に対応すること 。b. 上記の（ a ）以
外で法令に抵触しない脱毛を行っている。

③ 当機構が別途定める、「 登録 事業者 誓約事項 」を宣言できる。

「法令遵守」と「消費者保護」を自己宣言いただいた事業者の方に当機構に登録
（無料）、段階的にサロン認証を取得していただく制度です。
◎条件に適合しているサロンはどなたでも登録でできます。
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https://www.no-trouble.jp/
https://www.caa.go.jp/
http://www.kokusen.go.jp/

https://www.meti.go.jp/
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